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体と食物を分配し(McGrew 1975; Nishida & Turner 1996)、集団間の闘争において仲
間と同盟を結んで援助し (Harcourt & de Waal 1992)、他個体を慰めること (de Waal
 & van Roosmalen 1979)などが報告されている。しかし、ヒト以外の霊長類において
向社会行動の頻度は少なく(de Waal 2008; Jensen et al. 2014; Tomasello 2009)、
見知らぬ個体に対しては、ほぼ生起しない（Jaeggi et al. 2010)。そのため、自然環
境下で向社会行動の生起要因を特定することは極めて困難である。そこで、広範な霊
長類種を対象にした向社会行動の研究は、より統制された実験環境下において行われ
てきた。これらの研究には、主に「向社会的選択課題（PCT: Prosocial choice tes













嫌悪を示さないオランウータン（Pongo）が相互的利他行動を示すことや (Dufour et 
  
al. 2009, Pelé et al. 2009) 、同じく不公平嫌悪を示さないコモンリスザル（Saimi

































































































































する。Brosnan & de Waal（2003年）によって、サルが不公平感を示すことが報告され
て以降、霊長類における向社会行動や協力行動に関する数多くの研究成果が蓄積され
てきた。それらを動物種や課題ごとに分類し、結果を丁寧に整理した第１章は、この
分野の総説となっており、高く評価できる。 
 第２章から第４章は実験報告である。第２章では、協力する種であるフサオマキザ
ルを対象に「利他行動」の生起を検討している。オス３個体を分配者とし、自身の餌
を隣ケージのメス個体（受取者）に与えるか、また、受取者のために餌箱の蓋を開け
るかを調べた。結果、分配者は自身の餌を与えることも、積極的に餌箱を開けること
もなかったが、受取者が餌箱に触れながら、執拗に分配者に視線を送るといった「援
助要求行動」を行った場合には、餌箱の蓋を開けることがわかった。被験体数の少な
さから本結果を一般化することは難しいが、「援助要求行動」によって援助行動が引
き起こされることは、チンパンジーの知見とも一致する。ヒトは他者からの要求がな
くとも援助することができる。ヒトとヒト以外の霊長類の「援助行動」の生起要因の
違いを詳細な分析から浮き彫りにした本研究成果は、大変価値の高いものである。 
 第３章では、協力行動が見られないコモンリスザルを対象に、論者が向社会行動の
基礎的メカニズムと考える「不公平嫌悪」に関する実験を行った（実験２）。リスザ
ルでの不公平嫌悪の存在に否定的な先行研究の報告に対し、論者は課題の認知的負荷
の影響を指摘し、より負荷の低い「トレイ課題」を導入した。この課題では、被験体
  
であるサル（操作者）が、自身の餌と隣個体（受取者）の餌が置かれたトレイを引き
寄せることによって、両者に餌が渡る仕組みとなっている。両者の社会的関係や両者
に渡る餌の価値の平等性を操作した実験を行った結果、メスに限っては、同性の集団
外メンバーに対して不公平嫌悪を示すことが観察された。これまでの知見を覆す、重
要な新事実の提示といえる。 
 第４章では、霊長類以外の種に対象を広げ、同種他個体との協力行動がほぼみられ
ないイエネコを対象とし、不公平感に関連すると考えられる二次感情である嫉妬につ
いて検討している。飼い主と見知らぬ実験者がネコのぬいぐるみか、クッションをや
さしく撫でる場面を観察させたところ、ネコは飼い主が撫でたぬいぐるみをより長く
注視した。しかし、ぬいぐるみに対する攻撃性などの嫉妬関連行動は観察されなかっ
た。この結果から論者は、嫉妬の前提条件となる「刺激強調」（stimulus enhancemen
t）の存在を主張している。また、オペラント条件づけによる課題訓練が困難な種に
は、向社会行動に関連する二次感情の検討が有用であることも提案している。今後の
動物の感情研究において重要な提案であり、さらなる展開が期待される。 
 最終の第５章では、各章で得られた結果をまとめると共に、研究の問題点として、
実験課題の設定を挙げ、生態学的妥当性を吟味することの重要性、種特有の社会的関
係や認知負荷を考慮した適切な実験設定の必要性を論じている。種間で得られた結果
の公平な比較は、比較認知科学分野のあらゆる研究において重要な指摘である。最後
に、二次感情のさらなる検討によって、向社会行動の認知的基盤とその進化的起源の
全体的理解に達すると論を結んでいる。 
 本論文は、フサオマキザルが援助要求に応じて利他行動を起こすこと、メスのリス
ザルが同性の集団外メンバーに対して不公平嫌悪を示すこと、ネコが嫉妬の原初的な
形態を示すことを発見した点において、本研究分野における大きな貢献が認められ
る。特に、協力をしない種を対象にした点は、向社会行動の起源を探るうえで重要な
資料になることに疑いの余地はない。難点を挙げるとすれば、向社会行動の認知的基
盤の解明に向けた理論的考察が不十分な点と、実験手続きの独自性が欠如している点
が挙げられる。しかしながら、比較認知科学において、同一の課題を複数種に適用
し、結果を比較することは一般的な手続きであり、それ自体が重要な資料となる。ま
た、種に応じた課題設定の必要性も、本研究を行ったからこそ示された問題点でもあ
る。よってこれらの問題は今後の課題であり、本論文の価値を減じるものではない。 
 以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文として価値あるも
のと認められる。２０２０年６月４日、調査委員３名が論文内容とそれに関連した事
柄について口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表
に際しては、当分の間、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすること
を認める。 
 
